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MBMSを地上放送に用いる場合の課題

チャンネル帯域幅・適用周波数帯の課題

• チャンネル帯域幅に6MHzが規定されていない。 
• MBMSの適用周波数帯に地上放送周波数帯が規定されていない。

（3GPPでは、実用化を前提に周波数帯が規格化されるため、放送で使用することに
なった段階で規定する必要がある。）

〇これまでの議論（Release 16まで） 
 既存の通信と同じチャンネル帯域幅 5MHz、10MHzを前提

〇直近の新たな動き 
 LTE方式MBMSの帯域幅の追加提案（2020年12月 3GPP会合） 

• EBU（欧州放送連合）、Qualcomm、Rohde & Schwarz等が6、7、8MHz
の追加を提案。次回以降の継続検討事項となった。 

• 帯域幅の追加提案は行われたが、適用する周波数帯については提案されてい
ない（信号形式の提案にとどまっている）。
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MBMSを地上放送に用いる場合の課題
制御信号の課題

• 制御信号のガードインターバル長が、小セル仕様と共通の 16.7µsec（5km相当）
または4.7µsec（1.4km相当）と短い。 

• 遅延時間が大きいマルチパスや干渉波がある場合に問題なく受信できるかなど、
地上放送に用いる際の十分な検討がなされていない。

図 制御信号のGI長が16.7μsecの場合の MBMSのフレーム構成 

1フレーム（40msec）

制御信号 1msec 13サブフレーム(39msec) 

#1 #2 #3 #4

有効シンボル長 66.7µsec 

･･･ #13 

1サブフレーム:3msec

有効シンボル長 2700µsec 
GI長 16.7µsec (5km相当) GI:300µsec (90km相当) 12 



MBMSを地上放送に用いる場合の課題

課題のまとめ 

チャンネル帯域幅・適用周波数帯 
 チャンネル帯域幅に6MHzが規定されていない。 

 MBMSの適用周波数帯に地上放送周波数帯が規定されていない。 

周波数利用効率 
 LTE方式のMBMSの周波数利用効率は ISDB-Tと同程度である。 

 LDPCを用いる NR方式の MBMSでも高度化方式より周波数利用効率が低い可能性がある。 

インターリーブ 
 周波数／時間インターリーブが規定されていない。 

制御信号 
 制御信号のガードインターバル長が短く、地上放送に用いる場合の検証が不十分である。 

スケジュール 
 NR方式MBMSの大セル仕様の審議スケジュールが未定である。

（次期Release 18で規格化の場合でも最速で 2023年９月）
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MBMSと高度化方式の物理層仕様の比較

伝送パラメータ NR方式 MBMS 
(想定仕様 ) 

LTE方式 MBMS 
(Release 16)

地上放送
高度化方式 

ISDB-T

チャンネル帯域幅 

信号帯域幅 

ガードバンド比※１

MHz 
MHz 
％ 

5.00 
4.50 
10.0 

6.00 
5.83 
2.8 

6.00
5.57
7.1

キャリア間隔※2 

有効シンボル長 

ガードインターバル長 

ガードインターバル比※3

kHz 
µsec 
µsec 
％ 

0.370 
2700.0 
300.0 
10.0 

0.386 
2592.0 
126.6 
4.7 

0.992
1008.0
126.0
11.1

パイロット信号比 ％ 8.3 8.3 8.3
制御信号比 ％ 2.5 2.8 2.8
オーバーヘッド比(合計) ％ 27.6 17.4 26.4 

キャリア変調 
Uniform 
~256QAM 

Non-Uniform 
~4096QAM 

Uniform 
~64QAM

誤り訂正符号 LDPC符号 ターボ符号 
+ CRC(検出のみ) + CRC(検出のみ) 

LDPC符号 
+ BCH符号

畳み込み符号 
+ RS符号

※１： 1－(信号帯域幅 /チャンネル帯域幅)、※２：高度化方式は 16k-FFT、ISDB-Tは8K-FFTを記載、
※３：ガードインターバル長 /(有効シンボル長+ガードインターバル長) 15












